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研究成果の概要（和文）： 本研究は，中国から日本へ大量に送出される新華僑の送出システム
を解明することを目的とした。予備調査にもとづいて，福建省福州市管轄下の福清市，浙江省
温州市近郊の麗水市青田県，および黒竜江省ハルビン市方正（ほうまさ）県を研究対象地域と
して選択し，インテンシブな人文地理学的な調査を実施した。その結果，中国の「僑郷」（華僑
の故郷）から新華僑がいかにして日本へ送出されるのかが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： This study was intended to clarify migration system of Chinese 
newcomers China to Japan. Basing on our preliminary investigation, we chose Fuqing City 
of Fuzhou Metropolitan in Fujian Province, Qingtian County of Lishui City ( near Wenzhou 
City) in Zhejiang Province, and Fangzheng County of Harbin City in Heilongjiang Province, 
as study areas, where we carried out intensive human geographical fieldworks. As a result, 
the mechanism how Chinese newcomers migrated from their hometowns in China to Japan 
was revealed. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者の山下清海は，これまで日本・
東南アジア・北アメリカ・南アメリカ・ヨー
ロッパ・オセアニアなどにおける華人社会の
人文地理学的研究に従事してきた。これらの
研究成果は，すでに『東南アジアのチャイナ
タウン』（古今書院，1987 年，単著），『シン
ガポールの華人社会』（大明堂，1988 年，単
著），『チャイナタウン－世界に広がる華人ネ
ットワーク－』（丸善，2000 年，単著），山
下清海編『華人社会がわかる本―中国から世
界へ広がるネットワークの歴史，社会，文化
－』（明石書店，2005 年）の単行本として公
刊している。 
 また，これらと並行して，多数の華僑を海
外に送り出してきた中国国内の「僑郷」（華
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僑の故郷）とよばれる移民母村の調査を行っ
てきた。その成果の一部は，『東南アジア華
人社会と中国僑郷―華人・チャイナタウンの
人文地理学的考察―』（古今書院，2002 年，
単著）として発表した。 
平成 18 年からは，科学研究費基盤研究（B）
（平成 18～20 年）の助成を受けて，「増加す
る華人ニューカマーズの中国における送出
プロセスの解明」という課題で，中国国内に
おいて新華僑に関する調査を実施した。この
研究では，主として福建省，および東北３省
（黒龍江・吉林・遼寧）において調査を行っ
た。この調査の過程で，1980 年代以降，在
日新華僑の主要な送出地域が東北３省であ
り，ハルビン・大連・瀋陽・長春・延吉など
では，新華僑を日本へ送り出す地域的なシス
テムが機能していることが，しだいに明らか
になってきた。新華僑の送出地域における調
査は，中国国内のフィールドワーク（野外調
査）の難しさや統計・文献等の不足などによ
り容易ではないが，この研究で，中国国内に
おいて研究協力者を得ることができ，さらに
研究を深化することができる準備が整って
きたので，本研究を立案した。 
 
２．研究の目的 
法務省の「在留外国人統計」によれば，1959
年の統計開始以来，日本における在留外国人
の中では，韓国・朝鮮人が最多を占めてきた。
しかし，2007 年末には，韓国・朝鮮人
（593,489 人）を抜いて，中国人（606,889
人）が初めて最多となった。改革開放政策の
進展に伴い，特に 1980 年代以降，来日する
中国人が増加した。彼らは「新華僑」とよば
れ，今日，新華僑の人口は「老華僑」の 10
倍以上にも達している。このような新華僑に
関する総合的な研究は，国際化が進む日本社
会においてきわめて重要な意義をもつ。 
そこで本研究は，中国から日本へ送出され
る新華僑が，どのような送出システムによっ
て来日するのかを，中国国内におけるインテ
ンシブなフィールドワークに基づいて解明
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
新華僑の日本への送出システムを明らか
にするために有効な統計や文献などは乏し
い。このため，本研究では，中国においてイ
ンテンシブなフィールドワークを重視した。
フィールドワークでは，在日新華僑の留守家
族，海外留学・出稼ぎを斡旋する業者・学校，
日本からの帰国者，市・県などの自治体，華
僑関係団体などからの聞き取り調査が中心
となった。 
これまでの中国における調査経験から，一
つの調査対象地域に入って，共同で調査を実
施する際に，メンバーが多数である場合には，
団体，家庭，個人からの聞き取り調査では，
やむを得ず複数の班に分けざるを得なかっ
た。可能な限りメンバーが，現地で意見交換
しながら常に共同で調査を実施していくた
めには，４名以内が適当であると判断し，本
研究組織は４名から構成することにした。ま
た，本研究では，統計や文献などからはわか
らない部分を，中国語通訳を介せずに聞き取
り調査を実施した。 
研究メンバーは，共同で現地調査を実施す
るものの，それぞれの専門を活かして，以下
のような役割分担のもとに研究に取り組む
ことにした。 
 
・山下清海： 在日新華僑と新華僑送出地域
の社会経済的相互関係に関する考察，および
エスニック地理学的視点から，日本への新華
僑送出における漢族と朝鮮族の比較考察 
・小木裕文： 新華僑送出地域における教育，
日本留学に関する考察 
・張 貴民： 農村地域における新華僑の送出
に関する考察 
・杜 国慶： 都市地域における新華僑の送出
に関する考察 
 
これまでの中国における予備調査の経験
にもとづいて，新華僑を多数送出してきた福
建省福清市，浙江省温州市近隣の青田県，お
よび黒竜江省ハルビン市方正県を主要な調
査対象地域に選定し，インテンシブな調査を
実施した。 
同時に日本国内においても，来日の経緯，
日本での居住・就業形態，中国の出身地との
ネットワークなどについて，新華僑から聞き
取り調査を行った。 
 
４．研究成果 
（１）研究の主な成果 
 まず，本研究で実施した中国の３つの事例
地域における研究成果について述べる。 
①福建省北部の福清市に関する研究成果 
福清市は，第二次世界大戦前から在日老華
僑の主要な僑郷の一つであった。 
1980 年代後半～1990 年代前半における福
清出身の新華僑は，比較的容易に取得できた
就学ビザによる集団かつ大量の出国が主体
であった。来日後は，日本語学校に通いなが
らも，日本渡航費用，学費などの借金返済と
生活費確保のために，しだいにアルバイト中
心の生活に移行し，ビザの有効期限切れとと
もに不法残留，不法就労の状況に陥る例が多
かった。帰国は，自ら入国管理局に出頭し，
不法残留であることを告げ，帰国するのが一
般的であった。 
1990 年代後半以降には，福建省出身者に対
する日本側の審査が厳格化された結果，留
学・就学ビザ取得が以前より難しくなり，福
清からの新華僑の送出先としては，日本以外
の欧米，オセアニアなどへも拡散している。 
在日の新華僑が僑郷に及ぼした影響として
は，住宅の新改築，都市中心部への転居，農
業労働力の流出に伴う農業の衰退と福清の
外部からの労働人口の流入などが指摘でき
る。また，新華僑が日本で得た貯金は，彼ら
の子女がよりよい教育を受けるための資金
や，さらには日本に限らず欧米など海外への
留学資金に回される場合が多く，結果として，
新華僑の再生産を促す結果となった。 
②浙江省温州市郊外の麗水市青田県に関
する研究成果は，以下の通りである。 
山間に位置し貧困であった青田県からは，
清朝末期には，特産品である青田石の加工品
を販売するため，陸路でシベリアを経てヨー
ロッパに出稼ぎする者も少なくなかった。清
朝末期には，ヨーロッパよりも日本へ出稼ぎ
に出る者が増加した。しかし，関東大震災の
発生後，日本への出稼ぎの流れは途絶え，青
田人の主要な出国先は，ヨーロッパになって
いった。 
中国の改革開放政策の進展に伴い，海外渡
航者が急増し，青田県では出国ブームが起こ
った。その主要な渡航先はスペイン，イタリ
アを中心とするヨーロッパであった。海外在
住者からの送金・寄付・投資などにより，僑
郷である青田県の経済は発展した。ヨーロッ
パ在住者やヨーロッパからの帰国者の影響
は，僑郷の景観や住民のライフスタイルにも
現れている。 
③黒竜江省ハルビン市方正県の研究成果 
方正県の日本との関わりは，1931 年の満州
事変後，日本の満蒙開拓団の入植に始まる。
1945 年 8 月の終戦時には，周辺地域から開拓
団の老人，婦女，子供など1.5万人あまりが，
方正県内の開拓団本部に避難して来た。その
うち，約 5,000 人が死去し，約 4,500 人の婦
女，子供が方正県に残留した。  
1972 年の日中国交回復後，日中両国間の交
流が活発化し，1981 年から中国残留孤児･訪
日肉親捜しが開始された。その結果，方正県
在住者で，中国残留日本人として認められた
者が，家族を連れて日本に帰国した。その後，
方正県から日本へのチェーン・マイグレーシ
ョンにより，方正県出身者が日本に多く居住
するようになり，在日新華僑の僑郷に発展し
ていった。  
方正県では，僑郷ならではの特色がみられ
る。方正県の行政側は，僑郷の特色を活かし
て，在日新華僑の投資を呼び込んで，都市再
開発計画を進めている。その一つの現れとし
て，方正県の中心市街地の店舗の看板には，
日本語が併記されるようになった。また，方
正県は水稲作が非常に盛んな地域であり，そ
こで栽培される水稲は，「方正大米」（「大米」
は米の意味）として，中国国内でブランド米
となっている。これは，高度な寒冷地稲作農
法を指導した日本の援助によりもたらされ
たものである。さらに，方正県出身女性が日
本人男性と結婚して来日する例が非常に多
く見られるのも大きな特色である。  
 ④総合的な研究成果 
 日本における新華僑は，1980 年代後半以降
急増した。初期は，上海市や福建省福清市周
辺地域からの就学生が中心であり，その多く
は出稼ぎ目的であった。当時の日中両国間の
経済格差や両国の近接性，およびバブル経済
期の日本国内の労働不足などが新華僑の日
本への送出を助長した。中国側には，日本語
学校・日本渡航を斡旋する業者の介在が，新
華僑の送出にとって重要な役割を果たした。 
1990 年代以降，在日新華僑の中には，中国
の東北地方出身者が増加した。東北地方は，
1932 年から 1945 年の終戦まで，「満州国」と
して日本によって占領され，日本語教育が実
施された。中華人民共和国成立後も，東北地
方は中国における日本語教育の中心地域で
あった。経済発展が著しい中国の沿海地域で
は，欧米への関心が高いのに比べると，東北
地方は日本への関心が高い地域であるとい
える。旧満州の日本語教育の伝統と，日本語
と朝鮮語には類似点が多く，日本語学習で有
利な中国朝鮮族の存在が，東北地方から日本
への渡航者の増加の重要な要因になった。 
在日新華僑による中国の僑郷への送金や
投資は，僑郷の経済発展において重要な役割
を果たしている。また，僑郷と日本とのネッ
トワークの強化は，新たな新華僑の送出を促
している。ハルビン市方正県のように，方正
県在留の女性が，日本人男性との国際結婚と
いう形式で，在日新華僑となる事例も多くみ
られる。 
中国人の海外出稼ぎ・留学の渡航先として
は，1980 年代後半は，中国に近い日本が重要
であった。しかし現在，中国人にとって，渡
航先の選択肢が増えている。外国語学校や留
学・海外労務の斡旋業者では，主要な渡航先
であった日本から，欧米・韓国・シンガポー
ルなどに移っている。 
 
（２）得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト 
 本研究では，新華僑の送出システムを，中
国におけるインテンシブな人文地理学的調
査によって解明したものであり，多くのオリ
ジナルな成果を含んでおり，事例地域の具体
的な分析は，先行研究でも乏しい。 
 また，中国の研究者のように，過度な政治
的配慮を必要としない日本人の立場から，僑
郷の実情や近年の変容を明らかにしたこと
も重要な成果と言えよう。 
新華僑が中国の僑郷から送出されていく
過程やその要因，僑郷と海外在留の新華僑と
のネットワークを，福建省，浙江省，黒竜江
省の調査対象地域の事例を通して明らかに
したことは，国内外の先行研究と比べても重
要な貢献と言えよう。 
 
（３）今後の展望 
 本研究で得られた成果の一部は，すでに論
文として公表している。今後は，加筆修正の
上，1 冊の学術書として公刊することを予定
している。 
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